
高浜発電所の原子炉設置変更許可申請の概要

(1、 2号機廃樹脂処理装置等の共用化 )

(申請の概要)

日1、 2号機の廃樹脂処理装置等を1、 2号機共用から1～ 4号機共用に変更する。
日3、 4号機から1、 2号機へ廃樹脂を移送する設備(計量タンクロ移送容器)を設置する。

(申請の理由)

日3、 4号機は廃樹脂処理装置を有していないことから、1、 2号機の装置を共用化して処理するため。
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・発電所では、原子炉の冷却水等に含まれる放射性物質および塩素やナトリ

ウム等の不純物を、脱塩塔に充填したイオン交換樹脂 (以下「樹脂」という)を

通して浄化している。
・樹脂は直径約lmm程度の粒子状のもので、浄化能力が低下した樹脂は

廃樹脂としてタンクに貯蔵している。
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[廃樹脂運搬量]

約03m3/回

1、 2号機
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樹脂は焼却炉で焼却処理

1～ 4号機共用化
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廃樹脂処理装置は、廃樹脂に吸着している放射性物質を溶離器により薬液(希硫酸)で分離

させる装置である。
放射性物質を分離させた後の樹脂(洗浄済の樹脂)は、既設の雑国体焼却設備で焼却する。

放射性物質を分離させた後の薬液は中和させた上で、濃縮し、濃縮廃液タンクに貯蔵する。

[溶離器の硫酸による樹脂―放射性物質の溶離原理]
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【廃樹脂処理装置の概要】
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高浜発電所の原子炉設置変更許可申請の概要

(高浜発電所敷地面積等の変更)

添付資料

(申請の概要)

日原子力災害制圧道路整備事業に伴い、道路形状に合わせ、敷地の境界を変更 (周辺監視区域の
フェンス移設)する。
日敷地境界線の変更に伴い、敷地面積を変更する。(約 235万 席→約233万席)

(申請の理由)

色原子力災害制圧道路が発電所敷地の一部を通過するため。

敷地境界変更のイメージ
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高浜発電所の原子炉設置変更許可申請の概要 添イ寸資*斗

(1～ 4号機の 薦 時 | おける燃料被覆管の閉じ込め機能評価 )

(申請の概要 )

原子炉等規制法の規則が改正され、地震時における燃料被覆管の閉じ込め機能について、運転中の

原子炉内の水圧や水流による応力と基準地震動による応力に加えて、燃料ペレットの熱膨張等による

応力を加えた評価を行うことが求められたため、設計方針に追加し評価を行つた。

なお、設備の設計変更や改造工事等はない。

※規則の改正は2019年 10月 1日 から適用され、それまでに許認可を受ける必要がある。

燃料集合体

154M

①流体振動や

囲
闊

関

回
水圧による応力

▲
ｒ

， |

‐
Ｌ

、

ll))

②地震力による応力

(《

③ペレットの熱月彰

冷却材の流れ

による応力
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改正された原子炉等規制法の規則の要求内容

①十②+③の総和≦
燃料被覆管
の許容値
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今回の申請内容は、2017年 2月 15日 の原子力規制

委員会において、既に認可を受けている工事計画

や燃料体設計の値を用いて評価した結果、被覆管

に加わる応力の合計値が許容値に対して十分余裕
燃料棒の被覆管
材質 :ジルカロイー4
直径 :約 915mm
厚さ :約 016mm

のあることが確認されている。

※高浜3,4号機に装荷されている

燃料の代表例

幅 :約 20cm
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